
本
書
は
、
『
法
集
要
頌
経
』
（
Ｈ
，
隈
ｚ
ｏ
・
巴
望
を
英
語
に
完
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
経
典
を
全
編
に
わ
た
っ
て
翻
訳
し
た
例
は

な
く
、
わ
ず
か
に
、
吋
・
属
．
冒
巨
斤
胃
且
①
①
（
目
胃
口
冨
目
目
幽
冨
目
Ｐ
且
昏
①

口
目
ｐ
画
く
閏
盟
自
．
国
、
Ｃ
，
〆
口
麗
卸
弓
司
直
１
割
ｅ
が
第
一
章
有
為
品
を
、

ま
た
、
砂
息
ａ
（
局
診
冒
四
日
目
ゆ
く
胃
唱
皀
Ｐ
・
ら
ぢ
も
。
ｇ
閏
）
が
第
四

章
放
逸
品
を
翻
訳
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
著
者
ｏ
冨
邑
①
の
弓
昌
。
日
①
ロ

に
つ
い
て
全
く
知
識
は
な
い
が
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
本
書
中
の
国
営
旨
唱
名
耳
（
弓
肖
〆
ｌ
隣
国
）
に
、
著
者
自
身
の

業
績
と
し
て
左
記
の
論
文
・
著
作
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

美
ご
昏
凹
ロ
ロ
騨
勺
四
・
四
．
シ
ｏ
Ｏ
ｐ
ｏ
ｏ
ａ
画
眉
。
①
８
口
ロ
山
口
い
ぐ
ｐ
温
い
）
ロ
ぽ
ぃ
目
日
秒
‐

毛
餌
烏
↑
〕
曽
丘
井
毒
①
。
冒
冒
①
、
①
己
置
四
Ｈ
ｇ
錘
己
騨
包
Ｐ
５
拝
①
吋
色
時
ｐ
Ｈ
①
、
圃
局
口
閉
①
］

胃
、
ゴ
ー
．

￥
ハ
目
彦
①
弓
３
雷
ｏ
昂
宮
津
〕
①
ｃ
一
言
①
、
①
ご
］
国
境
目
色
も
貰
冨
の
．
司
四
の
旨
－

９
昌
侭
四
】
己
○
匡
匡
竜
四
○
○
三
口
中
司
○
目
侭
勺
ゅ
○
＄
》
ご
畠
】
も
や

O
彦

昌
一

①
αフ

ミ
一口

＝
①

目
①

曰

弓
一
馬
○
冨
邑
①
の
①
己
・
倒
口
画
く
四
局
ｍ
画
、

ｌ
腰
Ｑ
）
胃
①
ｏ
は
。
ロ
旦
蜀
ｇ
ｏ
昇
四
具
○
号
の
旦
昏
。
Ｆ
騨
乏
Ｉ

I

大
窪
祐
官

「
ｂ
目
Ｈ
ｇ
署
昌
邑
に
類
す
る
諸
経
典
は
、
大
別
し
て
次
の
三
つ
の
系

統
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

仙
・
ハ
ー
リ
本
口
冒
冒
日
昌
煙
目
（
闘
匡
己
層
・
）

法
句
経
二
巻
（
目
．
際
ｚ
ｏ
，
閏
ｅ

法
救
撰
維
祗
難
等
訳

法
句
唇
噛
経
四
巻
（
弓
．
鰐
ｚ
○
・
国
ご

法
炬
共
法
立
訳

②
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
ｐ
３
ｐ
Ｐ
ご
自
噌
（
ご
く
）

出
曜
経
三
十
経
（
弓
．
鰐
ｚ
ｏ
・
匿
巴

法
救
集
竺
佛
念
訳

法
集
要
頌
経
四
巻
（
月
．
吟
ｚ
○
．
筐
望

法
救
撰
天
息
災
訳

チ
罰
ヘ
ッ
ト
本
。
急
言
う
『
胃
咽
（
月
忌
．
ロ
ぐ
・
）

（
東
北
ｚ
ｏ
恥
思
〕
邑
塞
）

ご
〔
国
届
色
ご
自
署
ぐ
弓
胃
曾
冒
（
東
北
ｚ
ｏ
，
造
ｇ
）

③
○
脚
目
園
罰
己
冒
儲
日
曾
冒
目

四
○
唖
－
画
』
④
。

￥
《
国
８
口
ゆ
く
胃
盟
．
の
宮
口
①
印
①
‐
留
口
、
胃
芹
ｇ
ｏ
印
閣
昌
．
（
中
梵
用
語
索

引
）
・
目
鼻
乱
忌
引
．

こ
れ
ら
の
業
績
か
ら
察
す
る
に
、
著
者
は
「
ロ
冒
吋
日
名
邑
邑
に
類
す

る
諸
経
典
ｌ
特
に
漢
訳
の
経
典
ｌ
の
研
究
を
、
そ
の
専
門
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
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著
者
は
、
そ
の
冒
茸
○
目
○
は
○
己
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
諸
経
典
の
う
ち
、

漢
訳
四
本
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
し
て

紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
「
法
句
経
』
は
、
西
暦
二
四
四
年
あ
る
い
は
そ
の
少
し
後
に
維

祗
難
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
三
十
九
品
の
う
ち
、
中
央
部

の
墜
要
品
か
ら
梵
志
品
ま
で
の
二
十
六
品
（
利
養
品
を
除
く
）
は
、
そ
の

品
名
も
偶
の
順
序
も
勺
昌
ロ
９
．
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
中
央
部
分
を

境
に
し
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
部
分
は
ｑ
ぐ
．
か
ら
の
訳
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
続
く
部
分
は
普
洋
四
日
目
冨
等
の
他
の
経
典
か
ら
の
訳
が
付
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
法
句
経
』
は
、
勺
豐
ご
弓
．
に
対

応
す
る
部
分
が
原
初
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
そ
の
前
後
に

ご
ぐ
．
等
の
偶
を
付
加
し
て
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
弓
．
桝
目
甲
潤
弓
》

ｘ
ぐ
員
ｌ
〆
胃
〆
）
。
こ
の
こ
と
は
、
弓
自
己
９
．
か
ら
訳
さ
れ
た
偶
が
四
言

句
（
蔚
茸
閉
包
厨
巨
。
）
で
あ
り
、
ｄ
員
．
か
ら
訳
さ
れ
た
偶
の
ほ
と
ん
ど
が

五
言
句
含
①
ロ
薗
母
冒
冒
の
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
後
半
部
分
に
い
た
っ

て
は
す
守
へ
て
が
五
言
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
と
な
る
。
五
言
句

は
四
言
句
よ
り
新
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
半
部
分
は
、
後
代
に

な
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
念
．
〆
弓
）
。

『
法
句
臂
職
経
』
は
、
晋
の
時
代
に
法
立
と
法
炬
の
二
人
に
よ
っ
て
著

わ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
法
句
経
』
の
原
初
の
部
分
か
ら
偶
を
集
め
、
そ
れ

に
臂
噛
（
四
ぐ
自
習
四
）
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
（
弓
．
〆
ぐ
ｌ
〆
ぐ
こ
。

『
出
曜
経
』
は
、
法
救
（
口
目
Ｈ
ｇ
胃
働
菌
）
所
集
の
。
ぐ
．
の
偶
と
、
そ

れ
に
対
す
る
警
嚥
と
を
、
留
日
瞥
四
ｇ
且
圖
と
竺
佛
念
と
が
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
般
的
に
、
『
出
曜
経
』
の
偶
は
、
『
法
句
経
』
の
偶
を
そ
の

ま
ま
の
形
で
、
あ
る
い
は
四
言
句
を
五
言
句
に
変
え
る
な
ど
し
て
、
偶
の

訳
の
大
部
分
を
借
用
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
竺
佛
念
が

ご
く
、
を
一
つ
の
ロ
弓
．
と
し
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
「
法
句
経
』

と
重
複
す
る
偶
の
大
部
分
は
、
当
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
『
法
句
経
』

の
訳
か
ら
借
用
し
た
の
で
あ
る
（
弓
．
〆
目
〆
ｌ
〆
〆
ら
。
一
方
、
そ
の
臂
嶮

の
部
分
は
、
偶
が
漢
訳
さ
れ
る
時
に
漢
訳
者
自
身
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
醤
楡
自
身
イ
ン
ド
起
源
の
も
の
で
、
そ
れ
を
訳
し
た
も
の

で
あ
る
ｅ
，
桝
〆
ロ
。

『
法
集
要
頌
経
」
は
、
法
救
が
撰
択
し
た
ご
ぐ
・
を
天
息
災
が
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
漢
訳
四
本
の
う
ち
最
も
新
し
い
も
の
で
、
西
暦
九
八
五
年
に

完
成
し
た
。
「
法
集
要
頌
経
』
は
、
そ
の
漢
訳
に
あ
た
っ
て
、
「
出
曜
経
』

の
偶
の
訳
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
あ
る
い
は
五
言
句
に
変
え
て
借
用
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
現
存
す
る
ご
く
、
に
は
見
当
ら
な
い
偶
で
、
『
出
曜
経
』

の
轡
嶮
の
部
分
に
含
ま
れ
る
偶
を
も
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
借
用
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
（
弓
．
〆
〆
ぐ
甲
〆
〆
ぐ
目
）
。
『
法
集
要
頌
経
」
は
、
そ
れ
自
身

冒
含
四
口
○
国
四
国
を
持
ち
な
が
ら
も
、
翻
訳
す
る
際
に
『
法
句
経
』
『
出

曜
経
」
の
訳
を
借
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
日
蝕
口
○
吋
狩
旨
は
、
弓
号
．

ロ
ぐ
．
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
は
、
ご
ぐ
．
の
根
本

説
一
切
有
部
（
日
巳
開
胃
乱
豊
ぐ
且
旨
）
に
属
す
る
訂
正
本
に
も
近
い
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
言
．
〆
〆
ぐ
自
ら
。

一
方
ｄ
ぐ
．
は
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
（
目
．
喝
も
．
弓
）
・
『
倶
舎
論
』
（
弓
．

壇
．
や
弓
）
・
「
大
智
度
論
』
（
目
．
鴎
．
詞
ぢ
ご
）
に
説
明
が
あ
る
よ
う
に
、

婆
沙
の
四
大
論
師
の
一
人
大
徳
法
救
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
弓
．
〆
〆
ぐ
１
〆
〆
く
ら
。
ロ
く
．
の
偶
は
、
『
坐
禅
三
昧
経
』
（
Ｈ
，
局
．
弓
．

ヴワ
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雪
艀
ｌ
鵠
冒
）
・
『
大
智
度
論
」
（
目
鵠
・
・
も
．
臼
ｇ
）
・
『
十
住
毘
婆
沙
論
』

角
．
忠
点
）
．
罵
四
）
に
『
法
句
経
』
の
偶
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ｄ
ぐ
．
は
有
部
（
印
胃
ぐ
艀
は
ぐ
且
冒
）
の
ご
弓
．
と
し
て
考
え
ら
れ
、
十

二
分
教
の
第
六
支
且
目
四
で
あ
っ
た
念
．
〆
〆
自
ら
。

以
上
、
旨
茸
○
目
ｏ
陣
ｐ
ｐ
を
大
ま
か
に
紹
介
し
た
が
凡
著
者
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
詳
し
く
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

著
者
は
、
こ
の
『
法
集
要
頌
経
』
を
英
訳
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
注
の

中
に
他
の
経
典
に
お
け
る
対
応
偶
の
出
典
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
お
も
に
、

ど
く
．
、
弔
菖
口
唇
・
〕
『
出
曜
経
』
・
『
法
句
経
』
・
『
法
句
譽
嶮
経
』
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
⑦
画
目
目
国
ロ
ｇ
・
・
普
茸
四
日
目
国
』

ロ
ロ
脚
ロ
四
〉
］
豐
己
畠
》
岸
プ
己
芹
巴
国
・
ｚ
９
は
も
む
四
戸
胃
四
］
屈
・
目
旨
①
目
‐
門
戸
の
園
‐

⑦
酔
陣
団
】
冒
臣
旨
烏
も
四
凱
声
④
》
冨
沙
丘
倒
ご
ゅ
昇
冒
〕
旨
い
彦
脚
己
四
獄
冒
胃
ご
ロ
ゴ
Ｐ
砿
。
曾
四
》

２
首
弓
胃
ぶ
鼻
呂
貢
騨
等
に
お
け
る
出
典
箇
所
を
適
宜
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
諸
経
典
の
偶
と
対
比
し
て
、
『
法
集
要
頌
経
』
に
お
け
る
語

句
の
訂
正
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
佛
教
特
有
の
語
句
の
説
明
に
関
し
て

以
下
は
、
本
書
の
構
成
で
あ
る
。

皐
吉
○
炭
旨
（
ソ
蜀
骨
⑦
ユ
ｍ
Ｈ
巨
曾
肖
侍
び

シ
す
ず
壗
①
ぐ
る
曾
○
眉
唾

鴎
旨
澤
○
ｍ
村
騨
も
丘
望

陰
口
計
時
○
口
届
○
行
程
○
口

Ｑ
匡
耳
ｏ
儲
岸
昌
胃
ｃ
間
○
月
．
日
且
Ｉ
（
旨
も
黄
肖
鴎
．
己
５
国
騨
目
旨

４
■
、

ｎ
戸
〔
砦
で
烏
○
吋
吟
‐

ｊ
Ｊ
・

で
岸
巨
唇
ｅ
の
①
目
①
開
庁

Ⅲ

は
、
左
記
の
著
名
な
論
文
や
辞
典
を
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

＊
Ｆ
・
ロ
①
岳
ぐ
巳
示
①
弔
○
口
朗
旨
艶
局
楊
弓
巨
Ｑ
ｐ
Ｐ
員
冒
色
汽
○
箇
口
①
く
ゅ
の
‐

ロ
ロ
四
国
ロ
ロ
ロ
．

＊
国
．
Ｆ
四
目
○
茸
①
帥
Ｆ
①
含
凰
戚
（
苛
苞
唱
四
ロ
ロ
①
‐
く
①
昇
口
。
①
い
ゅ
”
①
閉
①

Ｑ
①
ｚ
脚
、
閏
石
口
Ｐ
．

＊
（
目
Ｑ
①
ロ
】
軍
用
閂
尉
舛
）
胃
①
Ｑ
ロ
ヴ
○
・
・
冒
尉
〕
ロ
⑦
胃
・
］
⑦
ロ
．

‘
＊
句
．
同
ロ
、
①
昇
自
罵
国
〆
己
巳
目
黒
国
ぐ
宮
．
旨
の
④
巳
の
炭
Ｈ
評
ご
ざ
陣
○
口
四
吋
割

さ
ら
に
、
漢
語
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
そ
の
根
拠
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。

＊
国
．
民
肖
］
喝
①
』
Ｈ
Ｏ
Ｈ
ｐ
日
日
四
国
幣
風
８
』
厨
①
８
口
笛
．

○
戸
秒
己
．
岸
切
《
｛
司
昌
巴
剣
①
ｘ
ｐ
２
Ｅ
Ｑ
①
Ｑ
〕
』

脂

「
広
説
」
（
門
．
鰐
弓
司
討
）

こ
の
「
広
説
」
と
言
う
語
句
は
、
梵
語
の
↑
《
く
』
ｍ
菌
且
①
冒
十
く
ご
餌
。
こ

に
由
来
す
る
。
ま
た
、
こ
の
語
句
は
「
略
説
」
の
反
語
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
広
」
は
《
《
芝
ａ
①
毎
．
』
よ
り
も
、
む
し
ろ
《
《
旨
号
国
兵
呈
畠
昏

罵
昌
。
昌
閏
、
〕
の
意
味
で
あ
る
。
『
出
曜
経
』
に
「
広
説
深
法
上
中
下

善
義
味
微
妙
」
（
目
吟
喧
臼
冒
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
広
説
」
は

「
詳
説
」
の
意
味
で
あ
る
。
故
に
《
《
・
落
○
自
昌
色
目
片
前
巳
》
』
と
訳

す
尋
へ
き
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
筆
者
が
翻
訳
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
箇
所
を
指
摘
し
、

そ
の
訂
正
私
案
を
示
す
。

I
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○
彦
醇
や
骨
い
い
《
《
ず
昌
騨
印
①
の
こ

「
漏
」
（
目
．
吟
ご
司
弓
）

「
漏
一
《
蔚
国
ご
秒
ご
」
に
対
し
て
《
《
冒
魚
、
（
①
、
）
ご
と
言
う
訳
語
を
あ
て

て
い
る
箇
所
は
、
他
に
も
あ
る
。

』
図
式
い
骨
昌
痔
昌
・
吟
昌
陣
③
璽
刃
血
』
岸
］
．
〉
跨
蝉
骨
祭
Ｈ
ｍ

Ｈ
Ｐ
胃
虫
吟
画
吟
興
国
画
］
い
い
］
、
四
画
い
い
い
い
い
い
画
舞
画
つ

「
漏
」
は
、
煩
悩
《
《
函
の
３
．
』
の
異
名
の
一
つ
で
、
煩
悩
の
作
用
を

表
わ
す
術
語
で
あ
る
。
「
倶
舎
論
」
（
目
．
曙
．
勺
ら
雷
）
に
「
有
情
久

住
生
死
、
或
令
流
転
於
生
死
中
従
頂
天
至
無
間
獄
、
由
彼
相
続
於
大
瘡

門
泄
過
無
窮
故
名
為
漏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
漏
」
に
は
、
「
住
《
《
く
爵
》

閉
冨
武
こ
」
と
「
流
《
血
十
く
ぃ
目
》
留
日
ぐ
畠
Ｐ
陸
》
」
」
と
の
二
つ
の
義
が

あ
る
。
煩
悩
は
、
有
情
を
生
死
の
世
界
に
留
住
さ
せ
る
か
ら
「
住
」
で

あ
り
、
生
死
の
世
界
を
流
転
さ
せ
る
か
ら
「
流
」
で
あ
る
。
ま
た
、
煩

（
〕
一
浬
Ｐ
弓
．
］
．
旨
の
罠
字
自
四
』
巨
座
厨
（
〕
ぬ
○
（
）
印
○
口
］
〕
巨
局
言
［
一
目
唇
函
］
軍
①
．
》
〕

（
目
．
吟
ロ
ヨ
ヨ
ベ
ヶ
）

グ

ト

、

、
ご
く
、
］
．
』
『
《
｛
（
①
ぐ
四
、
Ｈ
ｐ
Ｈ
○
ぬ
鯉
匡
叩
］
④
Ｈ
四
Ｈ
国
榴
寺
昌
一
陸
〕
）
画
望
匡
］
）
己
叶
凹
や
い
く
四
、
庁
①

ｐ
Ｈ
己
山
甘
口
》
」

ロ
ケ
ｐ
胃
い
、
《
《
へ
①
ぐ
ぃ
巳
］
四
Ｈ
Ｐ
ｏ
ｐ
冒
胃
Ｐ
Ｃ
（
笛
。
巴
抑
く
ロ
日
ロ
Ｐ
Ｃ
①
旨
営

卜

〆

笂
・
里
ａ
‐
Ｐ

で
四
画
］
旨
四
〕
ご
こ

「
去
」
の
語
を
《
《
唄
）
○
口
（
ロ
日
目
凰
侭
）
こ
と
、
継
続
の
意
味
と
し

て
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ご
く
，
や
ロ
９
．
で
は
「
死
」
を
意
味
す
る

文
に
な
っ
て
い
る
。
故
に
、
次
の
よ
う
に
訳
す
、
へ
き
で
あ
る
。

《
《
阜
自
ゆ
ロ
沙
房
○
口
ロ
門
苛
ｐ
Ｈ
、
』
陣
①
騨
昌
・
へ
ゆ
計
」
四
ｍ
庁
）
Ｑ
臼
①
い
》
》

〃

、

○
曰
、
↑
も
，
函
．
』
へ
《
目
目
国
〕
割
員
声
昌
〕
Ｑ
望
○
口
の
、
Ｈ
①
禺
胤
Ｏ
Ｑ
ｐ
Ｏ
①
ユ
》
）
国
‐
陣
一
○
口
西
岸
弓
、
．
旨

「
意
以
思
想
生
」
（
弓
．
吟
や
弓
蟹
）

ご
く
、
障
昌
《
《
い
ゆ
冒
戸
四
壱
輿
］
’
目
四
種
園
閉
①
》
》

こ
の
「
意
」
は
、
ロ
グ
『
．
に
↑
《
５
日
Ｐ
〕
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
欲
意
」

悩
は
、
常
に
六
瘡
門
か
ら
不
浄
を
流
出
す
る
か
ら
「
流
」
で
も
あ
る
。

一
般
に
は
、
後
者
の
、
六
瘡
門
か
ら
不
浄
を
流
出
す
る
煩
悩
の
作
用
を

表
わ
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
こ
の
「
漏
」
を
《
《
巨
尉
（
①
の
）
、
］
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の

《
《
豆
四
ｍ
（
の
、
）
■
は
、
「
歪
み
、
傾
向
、
性
癖
、
偏
見
」
と
言
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
著
者
は
、
こ
の
訳
語
を
用
い
た
理
由
を
何
も
挙
げ
て
い
な
い
の

で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
た
ぶ
ん
、
人
間
の
心
に
潜
在
す
る
歪
み
・
邪

悪
な
性
癖
の
意
味
を
表
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
国
侭
①
耳
○
口
は
圃
国
肋
・
ロ
．
で
《
《
①
昌
冒
旨
①
画
８
．
ゞ
を
挙

げ
て
い
る
。
「
邪
悪
な
る
影
響
力
・
作
用
」
と
言
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

こ
の
《
《
旨
冒
①
ｐ
ｏ
の
》
｝
の
原
義
は
《
畠
○
菖
侭
旨
ご
で
「
流
入
」
の
意

味
を
も
表
わ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
閉
．
シ
Ｆ
８
風
は
Ｆ
①
の
騨
巨
号
印
着
目
Ｐ
》
陣
胃
冒
肝
①
昌

昇
威
○
ロ
①
、
甘
冨
禺
①
印
竜
四
国
“
》
岳
留
》
宅
や
ｆ
ｇ
に
お
い
て
、
《
《
留
昌
ご
ゆ
》
』

は
、
的
確
に
は
「
流
入
」
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
印
佛
研
．

二
七
巻
・
一
号
・
弓
自
認
ｌ
］
＄
参
照
）
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
↑
《
閉
園
ぐ
ゅ
》
』

と
《
・
旨
曾
の
ｐ
ｏ
の
』
》
と
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
類
似
点
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
訳
語
と
し
て
は
↑
《
の
昌
冒
』
昼
ロ
①
』
胃
８
こ
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ

づ
（
》
○
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（
旨
§
・
障
勗
「
無
楽
有
何
憂
」
（
目
．
吟
ロ
ミ
号
）

こ
の
部
分
の
訳
が
欠
損
し
て
い
る
。
故
に
、
次
の
よ
う
な
文
が
補
足

ハ
ロ
碑
つ
い
旨
『
《
《
ず
①
曾
巨
命
昌
》
、

「
色
」
（
日
．
吟
宮
司
等
）

「
色
《
《
昌
冒
ゞ
》
」
に
対
す
る
訳
語
と
し
て
《
ず
①
四
口
ご
〕
・
を
挙
げ
て

い
る
箇
所
は
、
他
に
も
あ
る
。

畔
。
画
①
》
、
．
、
》
国
司
。
、
〕
四
○
・
四
や

確
か
に
「
色
」
に
は
《
《
胃
四
口
ご
】
ゞ
の
意
味
が
含
ま
れ
う
る
。
例
え
ば

上
記
の
箇
所
の
う
ち
、
跨
忠
で
は
ご
ぐ
］
・
忠
に
《
《
日
鯉
口
○
国
目
四
目

巨
日
盲
目
こ
と
あ
る
の
に
該
当
す
る
か
ら
、
ま
た
、
、
＆
で
は
そ
の
直

後
に
「
金
色
」
（
目
．
吟
認
言
）
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

《
《
胃
④
ｐ
ｑ
こ
と
訳
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
弓
の

場
合
そ
の
後
に
「
無
常
」
（
日
．
Ｐ
や
司
需
）
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
喝
＆
で
は
「
衰
耗
法
」
（
目
．
吟
や
忌
与
）
の
言
い
換
え
に
あ

た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ざ
．
忠
で
は
「
負
」
（
旬
卜
．
や
忍
留
）
の
対
象

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
「
色
」
は
、
五
湖
の

一
つ
で
あ
る
色
調
を
表
わ
し
物
質
的
存
在
の
総
称
で
あ
る
。
《
《
甘
目
〕
こ

を
意
味
す
る
。
故
に
、
次
の
よ
う
に
訳
す
べ
き
で
あ
る
。

《
《
○
》
冒
昌
己
今
（
○
帛
凸
⑦
の
胃
①
）
一
望
○
口
①
Ｈ
①
己
同
○
邑
口
○
の
Ｑ
ウ
罰
庁
琶
○
巨
哩
潭
庁
印
一
》

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

《
《
⑳
○
国
目
①
○
ご
①
鼻
ご
戸
○

ジ
八
）
口
斥
一
彦
①
丙
ご
○
尋

へ
庁
｝
⑦
の
。
○
《
両
国
（
〕
写
ご
｝
」
の
酌
聖
旨
●
①
》
芦
『
｝
雨
昇
四
国
の
閏

》
こ

（
）
厨
騨
も
．
吟
②
昌
○
昌
○
①
奇
曰
⑦
Ｈ
一
哩
再
ぐ
厨
剖
言
鯉
口
○
］
〕
ぬ
生
胃
の
口
切
垂
一
①
も
四
・
重
胃

秒
ロ
ー
写
く
ぼ
画
蒔
爵
昇
ご
○
里
（
一
寅
乱
扇
①
×
騨
弐
ロ
』
ロ
の
Ｑ
弓
ぐ
岸
冨
］
ハ
ロ
Ｃ
星
く
１

屯

］
①
（
］
ぬ
Ｐ
》
》

「
正
見
増
上
道
世
俗
智
所
察
」
（
目
吟
や
司
忠
）

〔
〆
Ｎ
，
吟
（
）
負
い
四
』
計
画
割
い
い
。
Ｈ
切
酋
時
四
ユ
宮
冒
目
酔
余
周
回
皇
四
ご
屏
胃
穴
叫
割
沙
の
昌
巴
ぐ
胃
‐

Ｊ
■
酉
』

Ｑ
く
四
行
①

に

こ
こ
で
は
、
ご
く
，
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
訳
す
ぺ
き
で
あ
る
。

《
《
目
琶
⑦
国
い
ぼ
汁
ご
芦
①
ｊ
弓
〕
（
四
冒
庁
汀
○
口
い
ぼ
）
○
○
汁
①
口
〆
崇
〕
庶
再
①
ロ
ヴ
昌
汁
旨
①
昇
弓
○
型
。
’

］
‐
ぐ
］
門
口
○
量
己
①
。
”
①
）
勝
陣
〕
①
閉
○
吋
四
‐
国
○
ｍ
合
口
四
庁
彦
．
ご

」

○
首
鱒
や
吟
］
、
《
《
目
彦
①
の
①
ｇ
Ｈ
ｏ
ｐ
員
〕
昇
画
。
ｏ
の
め
ゅ
Ｈ
①
口
○
計
ご
Ｈ
ｏ
ｐ
ｍ
声
詐
四
ヶ
○
口
庁

ず
ぐ
津
胃
①
口
〕
砂
①
戸
晶
の
一
閂
丙
〕
胃
○
皇
く
路
Ｏ
Ｈ
ｍ
ｐ
Ｈ
の
斤
曰
⑳
汁
詐
彦
①
望
Ｐ
Ｈ
①

４
国
○
斤
ヴ
計
○
口
哩
胃
詐
四
ヶ
○
巨
命
ず
『
詐
彦
①
貝
勗
①
胃
’
『
①
ｍ
・
ご

「
本
情
不
自
造
情
知
不
自
為
」
角
娯
．
ロ
ミ
き
）

『
出
曜
経
』
に
「
本
性
不
自
造
者
、
所
応
造
者
不
造
所
不
応
造
者
反

更
造
」
角
卜
．
や
置
旨
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
訳
す
べ
き

で
あ
る
。

当

《
《
昇
曼
置
騨
奇
蹟
寸
拭
ロ
①
庁
き
⑦
琶
今
○
口
）
庁
勺
①
民
○
吋
目
胃
ず
冠
詐
壷
①
］
己
⑯
巳
ご
①
、
》
巴
］
ロ

等
の
訳
語
を
付
け
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
上
記
以
外
の
箇
所
に

も
「
色
」
の
語
が
現
わ
れ
、
場
合
に
応
じ
て
種
ア
ベ
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

、
虐
三
‐
善
色
」
《
《
吾
①
普
弓
①
旦
邑
］
呉
扇
唱
且
》
》
』
ｇ
，
］
ゞ
篭
．

ぼ
「
名
色
」
《
《
旨
胃
ロ
①
自
己
甘
再
日
こ
』
隠
娼
「
色
相
」
《
《
片
）
目
崩
昌
』

画
い
］
澪
》
画
Ｐ
］
〕
へ
《
ｐ
ご
ｂ
ｏ
Ｐ
Ｈ
ｍ
］
〕
（
〕
の
」
〕
》
函
Ｐ
］
・
《
｛
○
○
口
買
己
］
①
×
】
○
口
こ
・
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〔
曽
色
や
函
．
『
《
易
ご
ロ
①
冒
詐
旨
①
色
の
凹
吋
】
時
尉
ロ
。
⑱
山
口
（
］
昌
胄
四
口
目
Ｈ
①
厨
、
陣
く
①
、
》

、
○
詐
○
オ
黒
５
口
⑦
×
芹
昇
ご
○
陸
Ｑ
〕
○
国
①
の
、
国
の
鴎
騎
。
①
①
己
邑
巨
叶
‐

ｊ

犀
己
函
汽
〕
冒
娠
』
昌
函
ロ
汁
の
》
〕
》

「
愛
念
就
後
世
朋
友
多
親
巻
長
夜
憂
愁
恨
」
角
Ｌ
七
・
認
冒
）

こ
ぐ
．
、
．
丸
《
【
冒
曼
四
目
目
吋
冨
日
丙
巴
酌
ぬ
ゅ
菌
昌
司
騨
四
］
四
伝
の
四
冒
勘
屋

の
庁
毒
岸
酔
］
〕
、
恥
○
○
画
冒
陸
ｇ
鄙
函
ぽ
ゆ
門
口
四
（
］
ｐ
ご
四
目
四
国
〕
］
》

早
垂

ご
く
，
を
参
照
し
て
、
次
の
よ
う
に
訳
す
今
へ
き
で
あ
る
。

員
昇
ご
｝
淵
①
ロ
ォ
ぽ
①
ロ
①
四
Ｈ
顕
○
①
切
詐
○
斤
ぽ
①
旨
①
ｘ
奇
ｊ
弓
○
己
具
岸
芦
厨
酢
・
肘
ロ
ロ
め

Ｊ

卸
国
（
痔
門
口
四
口
］
Ｈ
①
」
凹
威
ご
①
妨
頭
ロ
①
ぐ
①
駒
ｐ
Ｑ
Ｈ
①
頭
吋
①
計
〔
一
口
乱
頸
］
○
口
、
ロ
】
銅
ロ
奇
の
杢
邑

○
ず
ｐ
ｂ
・
吟
函
①
《
《
胃
玲
琶
○
口
Ｈ
堅
く
○
国
汁
画
尉
写
司
旨
〕
ゆ
ぐ
四
」
餌
ジ
武
〕
こ

く

Ｌ

「
依
此
毘
尼
法
」
（
目
．
跨
固
司
浮
）

ご
く
、
吟
認
《
｛
望
○
９
国
め
目
』
言
・
彦
胃
日
④
ぐ
目
四
目
①
こ

こ
の
偶
は
、
弓
馬
国
‐
魁
津
風
．
］
：
四
則
】
ロ
碕
冒
‐
且
冨
冒
．
ロ
．
届
］

等
に
見
い
出
さ
れ
る
偶
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
偶
は

旨
Ｐ
函
・
農
①
国
①
ロ
ロ
ロ
タ
昌
彦
の
目
⑦
①
荷
の
吋
討
も
巴
芦
ロ
】
属
目
目
騨
含
．
弓
）

〆
卜

、

に
お
い
て
、
《
『
己
５
９
９
Ｐ
ぐ
日
２
国
・
』
と
言
う
／
の
ｇ
員
）
○
口
ロ
色
を
己
く
ゅ
口
早

ご
い
と
し
て
読
む
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
「
毘
尼

法
」
も
「
毘
尼
」
と
「
法
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

員
昌
冷
言
○
ｐ
Ｈ
①
］
詞
○
目
庁
巨
岳
ぐ
』
ロ
四
吋
ｐ
四
口
Ｑ
』
色
勇
》
こ

星
ぐ
ぽ
秒
汁
斤
○
弓
〕
①
］
肉
己
○
三
日
〕
計
尉
口
買
Ｎ
津
５
〕
ゞ
へ
ざ
ロ
》
・
一
戸
旨
○
デ
ミ
岸
）
ぐ
庁
屋
①
］
旨
！

印
①
］
ぐ
①
⑳
．
こ

○
ぽ
ゆ
詞
の
，
ｍ
《
（
ぬ
○
①
め
目
］
ゆ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｑ
四
目
ｏ
①
言
詳
ロ
岸
昌
め
庁
固
○
口
、
彦
蔚
弐
○
④

、
Ｊ
凸
》
③

晶
ぐ
○
の
員
巨
Ｑ
①
切
計
員
〕
騨
計
』
○
国
↓
》
》

の
』
〕
騨
口
印
］
Ｃ
《
（
ヨ
Ｎ
宮
①
ロ
○
国
①
め
ぃ
『
ぬ
汁
冒
色
侍
両
画
面
も
】
ロ
①
胡
蹟
四
朋
○
ａ
秒
命
①
包

昇
弓
洋
ぼ
ず
①
④
ロ
庁
罰
曹
冨
①
Ｑ
ｏ
①
、
ｍ
○
○
画
庁
○
能
。
①
函
屋
函
①
己
。
①
．
ご

「
若
謂
楽
著
色
放
逸
之
所
使
」
（
目
吟
詞
認
冒
）

ロ
ぐ
画
．
巨
『
《
陣
巨
屋
匡
５
日
の
巨
匡
畠
遇
四
吋
目
胃
恒
色
目
関
目
鼻
酌
目
色
ず
亘
‐

Ｈ
画
四
吋
邑
四
は
こ

「
若
」
は
、
「
出
曜
経
』
に
「
苦
」
（
目
』
．
ロ
設
野
）
と
あ
り
、
ｄ
く
．

に
《
一
目
嶌
冨
日
》
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
苦
」
の
誤
植
で
あ
る
。
著
者

は
、
し
ば
し
ば
誤
植
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
訂
正

せ
ず
に
行
っ
て
い
る
。
訂
正
し
な
け
れ
ば
そ
の
偶
の
意
味
が
他
の
経
典

の
対
応
偶
と
相
違
す
る
場
合
、
訂
正
し
て
訳
す
尋
へ
き
で
あ
る
。

《
α
弓
胃
口
昏
ｏ
切
口
廟
。
凰
侭
耐
、
騨
昼
さ
冨
匡
丙
。
弓
彦
鼻
吾
○
重
の
”

ご
・

ロ
ゆ
ロ
ロ
］
ロ
①
ｍ
ｍ
〕
○
口
①
勗
計
○
め
い
①
。
ご
望
国
の
函
］
』
ぬ
の
国
○
①
・
こ

〔
旨
四
勺
卸
④
《
《
夛
含
①
。
』
〕
面
ロ
汁
ゆ
ご
二
○
四
ぐ
ゆ
】
ご
四
国
］
、
騨
詐
時
①
輿
》
》
》

心

「
若
人
処
昼
夜
」
（
弓
．
鰐
冒
認
言
）

ご
く
、
ｍ
、
旨
］
《
《
罰
①
く
い
啓
旦
］
ぐ
”
○
四
Ｈ
幽
詐
崗
四
巨
○
騨
』
ぐ
ゆ
己
吋
Ｐ
員
〕
湧
庁
井
脚
一
〕
》
》

「
出
曜
経
」
に
「
若
人
処
昼
夜
者
、
専
精
一
意
断
欲
界
欲
愛
永
尽
無

余
、
昼
則
勤
精
夜
則
弧
謂
」
角
崖
も
．
冨
匿
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
処
」

は
《
《
言
鼻
Ｈ
①
牌
』
・
の
意
味
で
は
な
く
、
ロ
ぐ
．
に
《
《
暑
『
旨
ご
呉
曾
ご

と
あ
る
よ
う
に
《
《
⑳
目
ぐ
の
）
』
の
意
味
で
あ
る
。

《
《
毎
ぐ
』
〕
の
ロ
旨
〕
ぬ
彦
詐
四
口
Ｑ
・
色
ご
沙
。
】
四
国
ゆ
汁
ご
く
①
い
》
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（
誉
四
口
．
澤
Ｐ
⑬
鮮
切
↑
《
缶
目
○
口
い
ず
こ
届
く
①
勗
砕
宮
①
彦
○
毎
日
ｐ
ロ
嚴
庁
戸
①

し

唄
①
胃
①
黒
．
函
①
身
ご
里
厨
白
目
目
＆
‐
巳
ロ
①
閉
８
詐
戸
①
宮
君
．
」
』

「
信
者
真
人
長
念
法
所
安
住
」
（
目
吟
や
認
曽
）

ご
く
”
骨
Ｐ
函
令
《
酔
い
Ｑ
Ｑ
ｐ
脚
ぽ
肖
急
斥
四
昌
毛
ｐ
Ｈ
ロ
秘
、
】
四
陣
①
粋
巨
四
日
Ｑ
豈
色
乱
！

Ｈ
ロ
ｐ
ｐ
ｍ
ロ
Ｏ
司
口
目
凹
寄
印
口
屏
ロ
④
民
冒
脚
旦
四
・
琶
脚
は
』
》

『
出
曜
経
』
に
「
如
此
衆
行
信
為
原
首
、
是
故
説
日
信
為
真
人
長
也
、

念
法
所
住
安
者
、
念
法
之
人
当
受
快
楽
」
（
目
．
岸
や
雪
ざ
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
ｄ
く
．
を
も
参
照
し
て
次
の
よ
う
に
訳
す
尋
へ
き
で
あ
る
。

《
《
団
①
屋
凰
尉
詐
ぽ
①
ず
の
牌
ｏ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｐ
鼻
○
儲
計
彦
①
け
○
］
］
日
四
口
．
浄
購
計
画
⑦

目
白
烏
口
冒
①
閉
８
号
①
盲
言
夛
盲
⑦
Ｈ
①
巨
恩
ロ
ロ
①
閉
箭
ロ
ミ
①
罠
口
中
》
》

（
洋
］
ｍ
↑
｝
〕
．
旨
い
③
《
《
吊
閂
①
‐
乏
戸
Ｏ
Ｃ
Ｐ
ｐ
の
も
①
秒
屏
（
黙
い
い
威
陛
、
、
○
は
○
Ｐ
』
』

「
能
論
知
足
者
」
角
娼
串
）
．
認
野
》
）

こ
ぐ
．
Ｈ
い
つ
《
《
鼻
旦
百
画
建
告
ぐ
画
琶
騨
合
ぽ
ぃ
巨
芦
司
国
昌
一
》

出
曜
経
「
能
諦
知
是
者
」
（
司
．
鰐
固
誘
浮
）

「
論
」
は
「
諦
《
《
憩
昏
己
）
言
曾
昌
こ
」
の
、
「
足
」
は
「
是
《
の
霞
（
一
】
雪
」

の
誤
植
で
あ
る
。

《
舎
帛
由
①
星
ご
ロ
○
戸
口
○
名
の
耳
庁
儲
巨
］
雷
》
〕

「
合
意
向
悪
道
」
（
目
．
吟
や
證
号
）

こ
の
「
合
」
は
、
『
出
曜
経
』
に
「
令
」
（
目
鍔
や
急
浮
）
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
令
」
の
誤
植
で
あ
る
。

争
皀
①
計
い
ぼ
厨
Ｈ
再
］
口
Ｑ
、
（
）
ず
○
包
写
ご
○
①
彦
裡
胃
・
①
の
は
口
凹
は
○
口
．
）
』

Ｑ
尉
毛
．
巴
．
い
｛
《
国
○
巨
○
員
①
（
一
四
目
○
ご
頤
昏
①
習
号
へ
旨
・
旨
普
の
乏
日
匡

計
宮
口
⑮
豈
騨
ぐ
○
胃
○
○
口
〕
①
．
）
》

「
如
来
諸
天
世
中
尊
」
（
員
吟
固
認
弓
）

ロ
ぐ
．
巴
．
函
《
汗
鼻
匿
酔
函
胃
Ｏ
Ｑ
①
く
い
日
自
惇
ロ
、
ぐ
鼠
爵
武
こ

●
《
処

「
如
来
」
は
「
真
如
よ
り
来
れ
る
者
」
と
言
う
意
味
で
、
佛
陀
の
尊
号

と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
著
者
自
身
、
。
ｇ
や
陰
ｂ
で
は
《
《
冨
淳
風
‐

噌
冨
』
》
と
訳
し
て
い
る
。

《
↑
目
色
計
ロ
倒
函
四
げ
い
届
庁
宮
①
Ｈ
ｐ
Ｏ
黒
冒
〕
ロ
Ｏ
Ｈ
Ｐ
豆
①
四
日
（
）
Ｈ
弱
い
○
。
い
い
固
〔
］

へ
ロ
〕
①
目
）
』
ロ
庁
屋
尉
塁
ご
○
己
Ｑ
〕
、
》

／

、

○
声
Ｐ
や
画
』
唖
《
《
目
』
肖
○
乏
屡
（
ｗ
己
罵
巨
胄
ｇ
ｏ
①
⑭
‐
ロ
○
庁
芦
粋
（
面
（
）
庁
旨
①
届
○
○
］
〕
〕
〕

「
智
人
不
処
愚
」
（
目
．
鰐
や
認
胃
）

ロ
句
．
巴
．
『
員
口
凹
冒
困
国
冨
ロ
日
四
斥
胤
く
閏
昇
①
』
』

ｑ
４
ｒ

く

著
者
は
一
‐
処
」
を
《
↑
旨
品
⑦
こ
と
訳
し
て
い
る
が
、
ロ
く
．
に
《
《
冒
酔
‐

圃
母
目
〕
８
ご
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
↑
《
蝕
弓
①
目
こ
の
意
味
で
あ
る
。

負
目
ロ
①
写
与
『
品
①
Ｈ
己
煙
ロ
ロ
○
①
印
口
○
計
色
ロ
ロ
①
ｐ
Ｈ
』
ロ
儲
Ｈ
○
再
拝
○
酷
時
×
）
蹟
〕
》
》

ト
ト

Ｃ
彦
酉
や
画
、
、
画
や
《
《
固
く
２
戸
庁
営
○
口
函
壹
も
①
○
豆
①
冒
騏
］
軸
Ｐ
閏
什
両
騨
昏
詳
嚴
芝
拝
旨
‐

（
）
ロ
命
宅
ロ
ロ
勝
彦
ロ
〕
①
］
〕
詳
三
ご
｝
戸
①
Ｐ
Ｑ
Ｃ
目
①
一
国
毛
匡
ぴ
屋
。
〉
こ

「
人
作
言
無
罪
（
屏
隈
言
無
罪
）
」
（
弓
．
↑
や
ご
汗
）

ご
旬
．
画
鈩
い
つ
《
《
ｇ
『
臣
輿
ｇ
二
コ
届
巳
輿
冨
』
己
昌
凶
少
虐
い
ｇ
》
》

出
曜
経
「
久
作
言
無
罪
」
（
目
卜
．
軍
置
亨
）

「
人
作
」
は
ご
く
・
』
「
出
曜
経
』
に
「
久
作
《
《
ｇ
Ｂ
同
冨
》
』
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
久
作
」
の
誤
植
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
偶
と
対
に
な
る
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凸
ロ
伊
弓
函
Ｐ
函
岸
俸
唖
酊
《
《
口
唇
Ｑ
包
野
四
国
〕
四
口
ゆ
ぽ
①
印
冒
○
房
５
吋
の
は
ｏ
巴
』
Ｑ
①
Ｐ
印
・
》
｜

「
沙
門
無
外
意
」
（
弓
．
吟
や
忍
浮
）

こ
ぐ
．
患
．
認
《
《
降
凹
日
留
５
匡
閑
陣
ヴ
ロ
医
く
ゆ
炭
巴
〕
ゞ
》

ｋ
守

口
壹
己
．
四
段
仔
画
別
《
《
め
ゅ
日
妙
ロ
○
口
Ｐ
洋
巨
ウ
ロ
冨
恩
、
》

ト

ワ
ゴ
勺
に
お
け
る
《
ず
脚
冨
目
』
》
に
つ
い
て
、
園
ロ
ロ
ロ
ロ
樹
ご
○
闇
（
ロ
百
勺

シ
・
・
目
門
、
や
笥
巴
は
《
・
冒
沙
目
Ｐ
３
閨
貝
○
ず
巳
〕
匡
色
巨
脚
目
品
盟
哩
５
‐

岳
茸
９
ｍ
四
目
印
画
○
口
四
日
Ｐ
冒
国
倖
巨
》
》
「
私
の
教
え
の
外
に
は
、
八
道
果

を
持
つ
沙
門
と
呼
ば
れ
る
者
は
い
な
い
。
」
と
し
て
、
外
道
の
意
味
に

と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
旨
四
ｘ
旨
昌
苛
舜
（
目
宮
①
己
琶
色
目
目
四
℃
四
口
四
・
い

国
団
・
》
〆
ゞ
軍
霞
）
や
中
村
元
氏
（
「
真
理
の
こ
と
ば
』
や
ら
舞
弓
．

］
弓
ｌ
旨
巴
は
、
「
内
面
的
↑
・
冒
鳶
自
己
』
］
」
に
対
す
る
「
外
面
的
・
《
①
〆
‐

前
日
巴
こ
」
と
言
う
意
味
で
と
ら
え
て
い
る
。
切
目
目
凹
磐
○
＄
の
解
釈

は
、
後
世
に
教
団
意
識
の
高
揚
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て

い
る
。「

法
集
要
頌
経
』
で
は
「
外
意
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の

「
外
面
的
な
こ
と
に
気
を
か
け
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
る
と
見
る
．
へ

○
匿
名
，
馬
．
召
に
「
久
作
」
角
．
饅
．
や
苫
障
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
著
者
は
あ
え
て
原
文
を
生
か
そ
う
と
す
る
た
め
、
次

の
「
屏
隈
」
と
対
比
し
て
「
人
中
↓
《
旨
冒
巨
ぢ
こ
」
の
意
味
で
訳
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
植
の
場
合
、
訂
正
し
て
訳
す
尋
へ
き

で
あ
る
。

」
《
国
ぐ
⑦
口
計
巨
○
口
唱
〕
℃
⑦
○
色
⑦
冒
四
目
印
四
尽
庁
ｐ
ゆ
ず
拝
賦
夛
畠
陣
５
口
庁

宅
口
昌
厨
言
員
声
①
口
汁
且
曼
ロ
の
ロ
Ｑ
○
胃
①
胃
○
口
輯
四
ｍ
○
》
こ

○
ぽ
ゆ
や
い
岸
禺
函
痔
］
陰
《
《
目
ｐ
ｏ
Ｏ
同
ロ
ロ
①
国
。
①
昌
匡
〕
⑦
目
旨
Ｑ
扇
○
四
戸
の
①
旦

令
ｊ
ｒ
色

ず
ぐ
詩
巨
①
］
昌
罠
〕
Ｐ
．
↑
、

く

「
心
尊
是
心
使
」
角
娯
．
壱
ご
卸
）

ご
ぐ
．
筐
・
鴎
陣
隠
《
《
食
け
目
白
巴
日
四
口
騨
鼠
胃
．
①
、
９
回
目
“
眉
○
遍
く
巴
〕
・
］

叩
６

口
彦
や
Ｈ
鮮
函
《
《
ａ
彦
目
唇
冒
ご
目
色
ロ
○
の
①
＃
ロ
脚
目
四
目
○
日
四
罵
些０

１
》
』

「
是
心
使
」
は
、
ご
く
、
で
は
《
《
（
目
胃
目
巳
：
・
日
四
目
○
温
く
：
こ
「
（
物

事
は
）
心
に
よ
っ
て
疾
動
す
。
」
、
口
唇
．
で
は
《
《
（
号
四
日
目
山
）
…
日
Ｐ
惇
○

目
色
菌
ご
「
（
物
事
は
）
心
よ
り
成
る
。
」
に
対
応
す
る
。
故
に
、
こ
れ
ら

を
参
照
し
て
次
の
よ
う
に
訳
す
・
へ
き
で
あ
る
。

《
《
自
営
①
【
巳
目
白
』
⑫
望
肖
も
Ｐ
、
圏
口
頓
の
、
旨
。
匠
四
の
旨
垂
巨
①
ロ
ｏ
①
○
口
（
①
ぐ
の
Ｈ
函
；

』
凸
。
／
』
】

舜
口
岸
巳
唾
）
。

○
宮
四
℃
い
つ
．
西
昌
一
《
四
口
Ｑ
口
○
ず
命
○
も
①
風
○
員
口
四
匡
冒
①
畠
］
蝕
目
旨
恒
．
ご

「
不
造
衆
悪
業
」
（
員
鰐
や
弓
吟
）

ロ
ぐ
．
ざ
．
ｇ
（
《
冠
山
己
四
望
画
弄
胃
四
国
四
日
の
ロ
声
声
凹
昌
こ

出
雁
経
「
不
造
衆
悪
業
」
角
．
心
．
や
計
弓
）

こ
の
「
業
」
は
、
ロ
ぐ
・
』
『
出
曜
経
』
ま
た
『
法
集
要
頌
経
』
の
宋
・

元
・
明
の
三
版
に
「
楽
《
《
ゅ
烏
冨
日
》
』
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
楽
」
の

誤
植
で
あ
る
。

罠
四
ロ
ロ
ロ
○
詐
升
○
℃
①
Ｈ
猯
○
吋
片
口
④
ロ
］
①
ぐ
』
］
令
宮
一
屋
的
の
）
厨
ぼ
ゆ
も
画
挿
ロ
①
、
の
。
》

き
で
あ
る
。

《
《
④
ロ
ロ
ハ
Ｈ
雷
四
コ
一
四
ゴ
、
一
」
］
四
い
ロ
（
〕
』
（
］
①
ゆ
め
四
一
〕
（
）
ロ
庁
①
〆
什
①
Ｈ
●
ロ
、
、
｝
計
巨
冒
〕
ぬ
の
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○
ず
四
勺
い
］
．
⑭
ｍ
《
《
弓
］
〕
の
Ｈ
ｐ
Ｏ
胃
且
副
】
目
Ｏ
ｐ
Ｏ
ｐ
ｍ
ぽ
ゅ
ｍ
ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
の
割
①
ｍ
・
》
》

「
最
勝
得
善
眼
」
（
Ｈ
卜
．
も
．
忌
曾
）

ご
く
、
巴
．
ミ
《
《
曽
屍
彦
勲
日
図
画
己
四
国
盆
目
ｐ
ｐ
ｍ
望
四
何
〉

Ｄ
ｂ
Ｆ

出
曜
経
「
最
勝
得
善
眠
」
（
Ｈ
吟
や
認
等
）

「
眼
」
は
、
ご
く
・
．
『
出
曜
経
』
に
「
眠
↑
《
望
、
名
騨
曰
陣
こ
」
と
あ
る
か

ら
、
‐
「
眠
」
の
誤
植
で
あ
る
。

罠
目
彦
①
ロ
】
○
ｍ
《
ご
旨
詐
○
国
○
口
い
里
①
虫
）
め
づ
『
①
臣
・
こ

○
ず
凶
固
い
い
画
画
《
《
馬
ゴ
①
ｐ
Ｏ
ｃ
ｍ
ｐ
Ｏ
牙
ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｈ
①
の
匡
割
ご
己
口
頭
ゆ
ず
○
口
汁
斤
彦
餌
げ
ぽ
肘

○
○
口
○
の
ロ
汁
Ｈ
四
斤
の
包
貝
昌
口
邑
歴
口
○
苛
騨
計
庁
四
ら
ぽ
①
。
詩
○
巳
①
Ｃ
Ｏ
Ｈ
ｐ
ｌ、

丘
○
コ
］
津
目
①
ロ
‐
汁
彦
①
ご
面
］
〆
、
口
計
ゴ
Ｈ
ｏ
ｐ
ｍ
丘
合
口
①
己
○
呈
忽
⑦
円
○
房

｝
閥
①
の
も
一
再
的
庁
冒
①
冠
Ｈ
①
。
①
℃
汁
い
四
口
Ｑ
庁
画
Ｈ
Ｏ
ｐ
ｍ
ｐ
ｍ
Ｈ
①
ゆ
げ
］
①
ｐ
Ｈ
ロ
ー

』
ロ
函
」
ロ
汁
け
①
口
】
①
Ｐ
Ｈ
昌
口
叩
働
胃
冒
彦
画
め
め
○
国
〕
①
げ
ぱ
】
旨
い
○
目
星
母
豈
】
○
ぱ

ぱ
の
巳
⑦
己
①
ロ
ロ
の
》
ｐ
目
今
①
ｐ
Ｑ
ｍ
Ｑ
の
①
Ｑ
い
型
君
津
巨
○
‐
ロ
げ
ず
〕
Ｐ
の
，
】
》

「
不
以
持
戒
力
及
以
多
聞
義
正
使
得
定
意
不
著
於
文
飾

蕗
場
有
所
掎
尽
於
無
漏
行
」
（
目
．
吟
詞
忌
冒
）

こ
の
英
訳
は
難
解
で
あ
る
。
ま
た
、
偶
自
体
も
解
読
し
が
た
い
。
『
出

朧
経
』
に
「
夫
人
習
行
不
但
精
進
忍
辱
一
心
智
慧
求
於
解
脱
、
亦
復
不

以
多
聞
解
慧
、
知
内
外
法
至
於
無
為
要
得
世
俗
定
意
、
然
後
至
於
妙
際
」

（
目
．
吟
や
認
ご
）
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
照
し
て
、
次
の
よ
う
に
訳

す
べ
き
で
あ
る
。

へ
自
詐
厨
口
○
庁
竺
〕
Ｈ
○
口
、
彦
芹
ぽ
①
己
○
昇
暑
①
吋
○
昂
丙
①
①
己
』
ロ
、
汁
冒
①
己
埼
①
。
①
己
含
め

○
門
斤
宮
Ｈ
Ｏ
ｐ
ｍ
毒
函
鈍
①
融
庁
］
①
閉
口
］
ロ
函
］
〕
〕
鈴
壷
①
旨
］
⑦
塑
冒
］
旨
い
能
ロ
］
〕
庁
彦
秒
庁
○
コ
①

。
四
目
函
鼻
旨
８
昏
の
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
の
口
茸
騨
は
○
画
旨
日
旨
ｇ
ｐ
Ｏ
ｐ
・
庁
幽
ヰ
ロ
の
茸

（
〉
ぽ
四
口
い
い
吟
四
《
易
昌
彦
①
口
づ
く
宮
］
己
】
の
①
罵
声
の
ｏ
Ｐ
ｐ
旨
○
汁
丙
ロ
○
急
ｍ
Ｏ
Ｑ
ｍ
）
拭
口
①
ロ
）

卜

○
儲
ｍ
ｐ
ｐ
Ｑ
ぼ
い
Ｈ
く
ゅ
、
〉
ご

「
自
己
識
不
知
天
人
彦
達
嚇
」
（
目
Ｐ
ロ
己
蟹
）

己
昇
剖
．
弱
．
急
《
両
曾
は
国
ぐ
闇
ご
四
国
色
で
ロ
騨
口
陣
号
ぐ
四
，
四
口
ロ
ゴ
自
己
四
‐

■
○
函
’
、

臥
己
四
ｐ
ｐ
ｍ
い
ぼ
》
〕

『
出
曜
経
』
に
「
当
佛
如
来
坐
禅
之
時
、
諸
天
世
人
筧
不
知
佛
今
為

所
在
」
（
日
．
据
固
司
浮
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
不
知
」
の
主
語
は

「
天
人
彦
達
卿
」
で
あ
る
。
冒
割
．
を
参
照
し
て
、
次
の
よ
う
に
訳
す

ぺ
き
で
あ
る
。

↑
《
国
の
急
ロ
Ｏ
Ｂ
唱
号
》
目
の
口
・
沙
ロ
。
悪
〕
己
ぽ
胃
ご
画
印
ｏ
巴
曽
目
曾
昌
ず
ぐ

ナ
ゴ
の
ロ
〕
い
①
』
く
○
わ
》
（
画
目
Ｑ
塁
到
底
○
○
四
口
屍
』
〕
○
写
ご
］
口
肖
口
の
ゆ
ゆ
ｐ
Ｈ
①
○
○
口
庁
の
ロ
ゴ
宅
』
⑳
‐

は
（
）
ロ
．
胃
○
画
］
一
彦
旨
ｐ
ゆ
ず
Ｈ
倒
置
討
己
〕
ロ
）
・
》
》

以
上
、
筆
者
が
そ
の
翻
訳
上
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
示
し
、

そ
の
訂
正
を
試
み
て
み
た
。
な
お
若
干
の
問
題
点
も
あ
る
が
、
煩
雑
に
な

る
た
め
省
略
し
た
。

本
書
に
お
け
る
翻
訳
上
の
問
題
点
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
原
典
批

判
の
結
果
を
そ
の
翻
訳
に
あ
ま
り
生
か
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

計
○
筑
含
凹
含
豚
今
①
の
９
画
汁
①
（
崔
自
営
の
ご
言
｝
＄
ご
員
冒
口
黒
Ｈ
堅
く
○
自
今
ご
い

く

○
（
）
ロ
⑦
①
冒
す
笛
は
○
コ
）
》
津
〕
①
ロ
］
〕
①
（
〕
秒
目
四
○
○
○
Ｈ
冒
己
］
尉
琶
〔
庁
の
Ｑ
ｍ
’
三
一
昌
○
ぽ

’
Ｆ

ｐ
４
■
、
Ｊ

ｐ
Ｈ
薊
与
く
芹
。
○
巨
什
①
ご
匡
冒
口
辻
目
①
己
。
①
・
こ

V
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「
法
集
要
頌
経
』
に
は
、
他
経
典
と
の
対
比
を
行
な
う
と
、
字
句
の
明

白
な
誤
り
が
数
箇
所
見
い
出
さ
れ
る
。
著
者
は
そ
の
た
び
に
、
そ
の
注
の

中
で
誤
字
の
訂
正
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ざ
翻
訳
の
段
階
に
な
る

と
、
若
干
の
例
外
（
例
え
ば
ｏ
冒
唱
圏
・
』
器
．
亀
〕
の
ざ
・
）
を
除
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
大
正
大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
て
い
る
原
文
を
そ
の
ま
ま
翻
訳

し
て
い
る
。
本
文
の
誤
り
を
認
め
な
が
ら
も
、
翻
訳
に
お
い
て
は
そ
れ
を

無
視
し
、
あ
く
ま
で
原
文
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の

翻
訳
に
お
い
て
は
作
意
的
な
操
作
が
見
ら
れ
（
例
え
ば
、
。
ｇ
や
鵠
．
忠
』

①
言
・
）
本
来
あ
る
べ
き
文
意
が
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
が
今
後
の
佛
教
学
研
究
（
特
に
欧
米
に
お
け
る
）

に
利
用
さ
れ
る
際
に
、
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
原
典
の
翻

訳
に
際
し
て
は
、
原
典
批
判
を
正
確
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、

本
来
あ
る
、
へ
き
文
意
の
翻
訳
に
務
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
冒
頭
で
も
述
今
へ
た
よ
う
に
、
「
法
集
要
頌
経
』
の
全
訳
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
ご
弓
．
に
類
す
る
漢
訳
経
典
四
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

欧
米
語
へ
の
翻
訳
は
部
分
的
に
は
数
交
行
わ
れ
た
が
、
全
訳
を
行
っ
た
の

は
本
書
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
目
宅
．
類

経
典
研
究
に
対
し
て
、
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
、

そ
の
研
究
の
進
歩
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

（
巨
陛
四
目
鴨
、
○
宮
口
○
賦
鼻
ｍ
Ｏ
ｐ
Ｑ
Ｑ
旨
菖
ロ
①
の
』
ご
○
百
日
①
〆
胃
〆
〕
旨
‐

牌
詳
員
国
里
鴨
烏
、
出
Ｐ
目
①
、
両
目
号
ｍ
ｅ
巨
口
○
房
畷
》
弱
計
巨
〆
の
冒
閉
》

ら
認
》
〆
〆
ぐ
昌
子
〕
壁
買
侭
①
ｍ
）
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